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松

本

治

彦

全
世
界
を
其
の
渦
中
に
投
じ
た
大
戦

は
、
新
し
い
世
界
構
成

へ
の
出
獲
で
あ

つ
た
。

大
戦
を
韓
機
と
し
T
、、
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
は
尖
鋭
な
形
を
・こ
つ
て
前
面
に
現

は
れ
て
來
た
。
我

々
は
其
の
最
も
典
型
的
な
も
の
,こ
し

て
大
英
帝
國
を
見
る
。
國
外
に
於
け
る
戦
勝
諸
國
、
戦
敗
國
、
植
民
地
と
の
諸
対
立
、
國
内
に
於
け
る
労
資
の
対
立
、
そ
の
対
立
抗

争
の
籏

大
強
化
の
過
程
は
即
ち
大
英
帝
國
汲
落
の
過
程
を
形
成
す
る
。
デ
イ
リ
ー
、
ク

ロ
ニ
ク
ル
は

「
英

國
ほ
事
實
上
ア
メ
リ
カ
の

第
四
十
九
州
た
る
地
位
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
」
・こ
断
定
し
た
。

危
機

に
立
て
る
英
國
を
支

へ
る
も
の
は
、
廣
大
な
植
民
地
以
外
に
は
無
い
。
然
る
に
,
自
治
領
は
、

エ
ヂ
プ
ト
は
、
近
東
は
、
將

又
直
轄
植
民
地
は
如
何
で
あ
る
か
。
此
塵
に
、
英
國
が
其
の
亘
大
な
る
投
資
植
民
地
イ
ン
ド
を
固
守
す
る
経
済
的
基
礎
が
存
す
る
。

實
に
イ
ン
ド
の
問
題
は
、
英
國
死
活
の
閥
題
で
あ
る
。

か
く
て
、

一
方
,
イ
ン
ド
に
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
立
場
よ
り
す
る
諸
方
面
の
研
究
調
査
の
焚
表
が
逐
年
霧
し
く
増
加

し
て
行
く
。

一

ヴ

ェ
ラ

・
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ソ
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ー
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ヴ

エ
ラ
・
ア

ン
ス
テ
ギ
ー

「
イ
ン
ド
の
経
済
的
発
展

」

(
第
二
巻
第

=
號
)

(
B

】
噌
八
)

二

昨

年

は
、

そ

の
中

に
、

ロ

ン
ド

ン
経
済

政

治

學

校

の
講

師
V
e
r
a
A
n
s
t
e
y女
吏

の

二
著

作

を

加

へ
た
。

即

ち T
h
e
 
T
r
a
d
e
 
o
f
 
I
n
d
i
a
n
 
O
c
e
a
n
.
 
L
o
n
d
o
n
 
1
9
2
9
.
 
P
P
2
5
1

T
h
e
 
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 
D
l
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
 
I
n
d
i
a
 
L
o
n
d
o
n
 
1
9
2
9
.
 
P
P
5
8
1

で
あ
る
。
前
者
は
大
學
地
理
叢
書

の

瑳
層
こ
し
て

一
九
二
八
年
九
月
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は

一
九
二
九
年
八
月
日
附
の

序
文
を
も

つ
。
此
威
に
紹
介
せ
ん
,こ
す
る
も
の
は
後
者
で
あ
る
。

女
史
は
、
ポ

ン
ペ
イ
の
シ
ン
デ
ナ
ム
商
科
大
學
の
校
長
た
の
し

こ

九

一
四
-

一
九
二
〇
)
夫
君
P
e
r
c
y
 
L
o
u
i
s
 
A
n
s
t
e
y

の

デ

リ

ー
於

て
逝

く

や
,

七

年

の

イ

ン
ド

滞

在

に
訣

別

を

告

げ

蹄

英

後

,

ロ

ン
ド

ン
経
済

政
治

學

校

に

「
イ

ン
ド

に
關

す

る
題

目

」

の

講

義

を
績

け

る

こ

・こ

・
な

り

、
現

在

に
及

ん

で

ゐ

る
。

(
v
i
i

)

ロ
ン
ド

ン
大

學

に

於

て

は

、

故
L
.
 
C
.
 
A
.
 
K
n
o
w
l
e
s

教

授

指
導

の

下

に
産

業

革

命

史

研

究

に
從

事

し

た

女

性

は
、
M
C

B
u
e
r
,
 
M
.
 
D
o
r
o
t
h
y
 
G
e
o
r
g
e

嬢

等

数

あ

る
か

女

史

も
其

の

一
人

で

あ

つ
た

。

序

文

に

「
私

は
な

く

な

ら

れ

た

エ
ル

.

シ
ー

.

エ

ー

・
ノ

ー

ル

ス
教

授

の
大

恩

を
述

べ
た

い
。

敏

師

及

び

友

人

,こ
し

て
の

彼

女

の

激

勒

は
、

私

を
騙

つ
て
此

の

題

目

に

つ
い

て

始

め

て

筆

を

執

ら

し

め

た

。

併

し
彼

女

の
早

世

は
實

際

上

の

援

助

を
私

か
ら

奪

つ
た

。

」

(
v
i
i
i

)

,こ
述

懐

し

て
ゐ

る
。

そ
し

て
、

ノ

ー

ル

ス

教
授

が
、

彼

女

の
T
h
e
 
E
c
o
n
o
n
i
c
 
D
l
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
 
t
h
e
 
B
r
i
t
i
s
h
 
O
v
e
r
s
e
a
s
 
E
m
p
i
r
e
.
 
L
o
n
d
o
n
 
1
9
2
4

を
亡

き

夫

君

O
●
寓

・



K
n
o
w
l
e
s

氏
に
捧
げ
た
標
に
、
女
史
は
此
の
大
著
を
夫
君
の
塩
に
デ
デ
イ
ク
ー
ト
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
叉
此
の
著
述
の
完
成
に
は

ト
ー

二
ー
氏
、
サ
ー
ゼ

ン
ト
教
授
、
ス
タ

ン
プ
博
士
等
も
多
少
の
関
係

を
も

つ
。
(〈
一一一)

女
史
は
イ

ン
ド
滞
在
中
に

「
イ
ン
ド
の
経
済
問
題
は
、
単

な
る
特
種
な
政
策
方
針
の
採
用
に
よ
り
て
は
解
決
出
來
な
い
。
進
歩
の

障
害
は
、
人
々
の
日
常
生
活
、
風
習
、
社
會
組
織
に
深
く
根
ざ
し
て
ゐ
る
。
此
等
の
障
害
の
除
去
が
端
初

に
つ
く
以
前
に
於
て
さ

へ

治
者
階
級
は
勿
論
、
被
治
者
階
級
の
側
に
於
け
る
、
充
分
に
確
固
九
る
思
考

こ
,
よ
の
堅
固
な
る

}
貫
し
た
努
力
が
必
要
,こ
さ
れ
る

で
あ
ら
う
。
…
…
…
か

・
る
努
力
が
成
功
す
る
爲
め
に
は
、
規
模

に
於
て
も
強
度

に
於
て
も
,
未
だ
イ
ツ
ド
に
於
て
達
成
さ
れ
た
事

の
無
い
社
會
各
階
級
の
心
底
か
ら
の
協
同
を
豫
想
す
る
。
又
か

・
る
協
同
を
確
保
す
る
爲
め
に
は
、
数
十
年
間
の
相
互
の
誤
解
,こ
考

へ
違
ひ
に
よ
り
て
育
く
ま
れ
た
不
信
と
疑
惧
の
暗
雲
は

一
掃
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
(乱
)

,こ
の
確
信
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

二

「
イ

ン
ド
の
経
済

問
題
に
關
す
る
最
良
な
る
著
作
の
大
部
分
は
、
自
然
に
、
或
る
特
殊
問
題
も
し
く
は
特
殊
地
方
の
研
究
に
局
限

さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、
加
之

に
、
公
平
か
否
か
は
別
・こ
し
て
、
明
か
な
る
公
式
の
、
も
し
く
は
反
英
の
由
來
の
爲
め
に
、
事
實
が

屡
疑
は
れ
來

つ
た
の
で
あ
る
。

」

「
從
っ
て
そ
の
著
述
は

一
巻
の
中
に
、

イ
ン
ド
の
経
済
生
活
の
最
近
の
磯
展
、

現
在
の
地
位
及

び
圭
要
閉
題
亭
体
系
的
に
公
平
な
る
見
界
に
立
ち
て
提
示
せ
ん
・こ
の
試
み
で
あ
る
。
」
(乱
1
<岳
)

ヴ
エ
ラ
●
ア
ン
ス
テ
イ
ー
『
イ
ン
ド
の
経
済
的
磯
展
」

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

一
一
九
)

三



ヴ

エ
ラ

・
ア

ソ
ス

テ
イ
ー

「
イ

ン
ド
の
経
済

的
発
展

』

(
第

二
霧
第

一
號

)

(
B

=

↓O

)

四

本
文
十
七
章
は
、
次
の
如
く
四
つ
の
部
分
よ
り
成
立
し
て
居
る
。
即
ち
、

.

(
一
)
経
済
発
展

に
影
響
を
與

へ
る
根
本
的
な
、
地
理
的
社
會
的
要
素

(自
然
資
源
,
住
民
、
社
會
組
織
、
保
健
状
態
及
び
蓮
輸

の
便
め旦
)
の
説
明

(
第
二
出早
-

第
六
血早
)

(
二
)
十
九
世
紀
未
以
來
の
変
化

の
特
殊
な
論
及
に
於
て
、
経
済

生
活
の
主
要
諸
部
門
即
ち
、
農
業
、

工
業
、
商
業
及
び
財
政
の

最
近
の
顯
著
な
る
獲
展
の
詳
述

(
第
七
章
i

第
十
五
章
)

(
三
)
前
述
の
全
経
済

獲
展
の
、
住
民
の
繁
榮

へ
の
影
響
評
価

(
第
十
六
章
)

(
四
)
到
達
さ
れ
た
る
経
済
発
展

段
階
上
に
置
か
れ
た
る
諸
問
題
即
ち

「
政
府
の
途
行
し
た
る
政
策
の
妥
當
性
」

「
將
來

へ
の
展

望
」

「
改
良

へ
の
根
本
的
障
害
物
」

「
可
能
な
る
封
策
」

「最
後
の
経
済

的
単
一
化
の
可
能
性

」
の
推
測
的
答
解

(第
十

七
章
)

こ
れ
で
あ
る
Q

附
録
は

A
土
着
の
助
産
婦

B
ボ
ン
ベ
イ
に
け
る
幼
見
及
び
母
性
の
保
護

C

「
母
な
る
イ
ン
ド
」

D
イ
ン
ド
の
衛
生
状
態

E
支
配
人
の
法
律
上
の
地
位

F
ジ
ヤ
ム
ジ

エ
ツ
ド
パ
に
於
け
る
銅
鐵
生
産

G
英
國

へ
の

「
流
出
」
(唱
・
劇。。り
ー
α昌
)

の
七
篇
で
あ
り
,
外
に
三
四
頁
の
統
計
表
、

一
四
頁
の
参
考
書
目
、
索
引
及
び
九
箇
の
地
圖
及
び
圖
式
が
牧
録
さ
れ
て
居
る
。



三

本

書

の
内

容

を
要

約

す

れ

ば

,
次

の

八
箇

の

命
題

に
還

元
出

來

る

・こ
思

ふ
。

二

)

よ

り

(
四

)

ま

で

は
過

去
、

(
五
)

(
六

)

は
現

在

、

(
七

)

(
八

)

は
未

來

に
關

し

て

ゐ

る
。

(
一
)

依

然

、こ
し

て

、

束

縛

せ

ら
れ

た
経
済
発
展

に
よ

り

悩

め

る
範
囲

及
び

其

の
原

因

中

世
紀

的

な
宗
教

観

念

,

そ

れ
等

の
観

念

及

び

因
習

に
由

來

す

る
嚴

絡

な

る
社

會

階

層

及

び

保

守

主

義

は
、

生

活

の

あ

ら

ゆ

る
方

面

に
浸

透

し

、

あ

ら

ゆ

る
経
済

獲

展

段

階

を

制
限

し

て

ゐ

る
。

(
冒
℃
・』9
・G⇔
・群
⑪
1
-α
O
)
経
済

的

動
機

の

薄

弱
と
経
済

的

企

業

の

鉄

如

,こ
は

現

存

知

識

の
全

部

的

利

用

を
阻

み
、

偉

大

な

る
自

然

資

源

の
使

用

を
妨

げ

て
ゐ

る
。

(
。冨

,
葺

鷲
)

出

産

死

亡

率

は
著

し

く

高

く

且

変
動

常

な

く

、

(O
・¢。
㊤
)
人

口
の
増
加

は

生
活

維

持

の
極

限

に
迄

達

せ
ん

・こ
す

る
傾

向

を
示

し

、

人

々

は
恒

久
的

員

債

に
拶

ん

で

ゐ

る
。

(
。
一、
b
・
<
耳

智
)

健

康

の

一
般

水

準

(
從

つ
て
能

率

)

は
驚

く

べ
き

程

低

い
。

な
$

)
婦

人

の
地

位

は
非

難

の
的

ミ
な

う

て

ゐ

る
位

で

あ

る
。

(
9
巷

ρ

其

圃く
)

原

始
的

生
産

方

法

の
優

越

が

農

業
,

工

業

を
通

じ

て
支

配

し

(6
冨

o
ω・
≦

㌦
×
)

、

又

組

織

産

業

に
於

て
も

労
働

者

は
悲

惨

な

境

遇

に
生

き

て
ゐ

る
。

(b
ウ
器
P
。。
)

此

等

の
諸

窯

も
漸

次
変
化

を
う

け

つ

・
あ

る
が

、

そ
れ

も

未

だ

決

定

的

な

も

の

で

は
な

い
。

(
O
.禽

b。)

自

給

的

孤

立
村

落

は
、

或

る

窯

ま
で

は
経
済

生

活

の
基

礎

た

る

地

位

を
奪

は

れ

た
が

、

(
℃
臼
農

)
な

ほ
大

部

分

の
農

耕

者

は
自

己

消

ヴ

エ
ラ

・
ア

ン
ス
テ
イ
ー

『
イ

ン
ド
の
経
済
的
発
展
」

ρ
第
二
巻
第

一
號
)

(
B

一
二

一
)

五



ヴ
エ
ラ
。
ア
ソ
ス
テ
イ
ー
「
イ
ン
ド
の
経
済
的
発
展
』

(第
二
奮
第
噌號
)

(B

一
二
二
)

六

費
の
爲
め
の
生
産
を
績
け
て
ゐ
る
。
(暑
浅
訴
)
種
姓
制
度
の
墜
塁
は
、
圭
,こ
し
て
通
信
交
通
の
改
善
に
よ

つ
て
弱
め
ら

れ
九
が
、

有
敗

に
解
放
さ
れ
た
る
も
の
は
全
人

口
に
対
比
す
れ
ば
問
題

に
な
ら
ぬ

小
数
で
あ
る
。
(唱
O●bo●継刈b9)
組
織
産
業
は
人
口
の
大
な
る
部

分
に
職
を
與

へ
た
が
、
圭
,こ
し
て
未
組
織
産
業
の
犠
牲
に
於
て
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
依
然
,こ
し

て
過
剰
人
口
の
は
け
口
が

な
く
,
(弓
●象
)
労
働

節
約
方
法
探
用

へ
の
刺
戟
が
殆
ん
さ
無
い
。
現
在
優
勢
な
る

土
地
制
度
は
、

土
地
の
最
善
の
利
用
若
し
く
は

土
地
耕
作
に
依
存
し
て
ゐ
る
人
々
の
満
足
な
生
活
を
保
証
し
な
い
。
数
百
萬
の
人
々
は
懊
め
な
住
宅
に
於

て
、
不
味
い
不
十
分
な
食

物
供
給
に
よ
り
、
生
を
つ
な
ぎ
、
病
氣
の
爲
め
に
早
世
し
て
ゐ
る
。
(噂.鳶
h。)

(
二
)

一
九
〇
〇
年
以
來
起
つ
た
経
済

的
変
化

の
性
質
、
範
囲
、
結
果

此
の
世
紀
の
當
初
以
來
有
望
な
徴
候
が
現
は
れ
て
來
た
。
(写
騎
悼)

鐵
道
綱
は
未
だ
充
分
に
細
い
S
は
云

へ
な
い
が
、

蓮
輸
組
織
は
可
成
り
の
完
成
を
見
た
。
(b
・H。。G。)
種

々
の
新
品
種
の

穀
物
、

改

良
さ
れ
た
栽
培
方
法
が
、

一
少
部
分
の
農
耕
者
間

に
探
用

さ
れ
,
そ
の
数
は
漸
次
増
加

し
て
行
く
。
そ
れ

は
共
同
組
合
運
動

に
よ
り

大
い
に
助
長
さ
れ
た
。
(ワ
鵠
。。)
或
る
種
の
土
着
産
業
は
再
組
織
さ
れ
活
氣
づ
け
ら
れ
、

大
規
模
産
業
は
進
歩
し
,
労
働

者
に
は
保

護
が
加

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(皐

謬
)
封
外
貿
易
は
繋
榮
し
櫨
大
さ
れ
た
。
(や
。。。。o)
大
衆

へ
の
課
税
及
び
地
租
の
歴
迫
は
輕
減
さ
れ
、

よ
め
暉
力
性
あ
る
適
當
な
新
財
源
が
焚
見
さ
れ
た
。
(や
お
o)戦
時
中
に
は
,
資
債
の
自
然
増
加
が
あ
つ
た
が
,

一
般
的
に
見
て
,
不



生
産
的
恒
久
支
出
が
、
生
産
的
,
文
化
的
支
出

に
比
し
て
減
少
し
た
。
.信
用
の
便
宜
が
、
適
當
に
で
は
な
か
つ
た
が
拡
大

さ
れ
、
戦

争
状
態
の
混
鰍
を

へ
て
,
安
定
し
た
可
成
り
有
能
な
通
貨
組
織
が
創
設
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
(皐

・。o)

(
三
)

一
般
の
生
活
水
準
に
何
等
か
の
進
歩
が
あ
り
し
や
否
や

前
述
の
諸
変
化

は
生
産
絡
額
の
非
常
な
増
加

を
結
果
し
た
、

一
般
の
生
活
水
準
に
就
い
て
見
れ
ば
、
些
少
で
は
あ
る
が
明
確
な
進

歩
の
跡
を
た
,ご
り
得
る
o
(O
醇
$
)

(
四
)
現
在
の
繹
濟
朕
態
の
不
満
足
な
諸
點

に
対
し

て
政
府
政
策
の
責
任
あ
る
範
囲

政
策
も

一
九
〇
〇
年
よ
り
著
し
い
変
化

を
成
し
た
が
、
そ
れ
は
第

一
に
人

々
の
希
望
と
利
益
と

に
よ

つ
て
導
か
れ
、
種

々
の
数
績

を
残
し
た
。
(℃
・鳶
G。
)
中
央
及
び
各
州
の
農
業
當
局
は
、
協
同
組
合
運
動
,こ
共
に
栽
培
に
於
け
る
改
良
傳
播
の
主
要
機
關
で
あ

つ
た
。

(。プ
餌Ψ
<お

く菖

こ
れ
よ
り
も
独
い
範
囲

に
亘

つ
て
で
は
あ
る
が
、
州
産
業
當
局
も
同
様
な
活
動
を
な
し

た
。
(9
巷

貫

ゆ。。)
立
法

に
よ
の
貧
民
階
級
を
不
當
な
搾
取
か
ら
保
護
し
、
彼
等
の
労
働

及
び
家
族
状
態
を

改
善
し
た
。
(窓
'b。譲
i
。。O劇)

醤
學
上
の
登
見
に

つ
,こ
め
、

一
般
の
健
康
及
び
衛
生
上
の
促
進
を
圖

つ
た
。
β
㎝四b。
)或
る
種
の
産
業
は
英
國
輸
出
者
の
犠
牲

に
よ
り
て

保
護

せ
ら
れ
、

(畠
β

×葺

鷲
)

橿
格
水
準

を
変
更
す
る
だ
け
の
蝕
裕
を
生
じ
た
場
合

に
は
,
貧
民
階
級
の
人
頭
税
は
減
少
さ
れ
た
。
(呈

8
)

政
府
は
、
此
の
後
も
此
等
の
望
ま
し
き
方
向

へ
の
獲
展
を
助
長
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
多
く
の
訣
陥
が
政
策
に
よ
り
て
補
は
れ
た

ヴ
エ
ラ
●
ア
ン
ス
テ
イ
ー
『
イ
ン
ド
の
経
済
的
議
展
」

(第
二
霧
第

一號
)

(B

一
二
三
)

・七



ヴ

エ
ラ

・
ア
ソ
ス
テ
イ
i

「
イ

ン
ド
の
脛
濟
的
発
展

』

(
第
二
巻
第

噸
號
)

(B

=

一四
)

八

今
日
、
(℃
●α)
人
々
の
反
対
(つ
亨
⑦
ー
刈)
を
無
視
し
て
、
政
策
を
強
制
す
る
の
は
滑
稽

で
あ
る
。
現
在
政
府
の
経
済
政
策
は
、
束
縛
せ
ら

れ
た
る
経
済
発
展

の
重
要
な
る
因
素
、
若
し
く
は
、
経
済

状
態
の
不
満
足
な
諸
鮎
に
根
本
的
責
任
あ
る
も

の
・こ
考

へ
て
は
な
ら
ぬ
。

(
五
)
経
済
的

に
、
西
欧
・こ
同
水
準
に
達
す
る

一
大
前
進
運
動

の
時
機
に
際
會
し
て
ゐ
る
や
否
や

純
梓

に
、
物
質
的
,
技
術
的
見
地
よ
わ
す
れ
ば
,
急
速
な
進
歩
が
可
能
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
、
多
く
の
自
然
的
利
益

を
有
し
、
其

の
労
働

者
も
,
同
襟
な
條
件
の
下
に
於
て
は
、
管
理
、
技
術
、
操
作
の
諸
點

に
於
て
劣
等
な
り
、こ
の
証
査

は
な
い
。
又
、
氣
候
自
身

は
、
利
益

・こ
共
に
損
失
を
も
ち
,
科
學
は
そ
の
不
利
益

の
克
服
に
努
め
て
ゐ
る
。
(サ
埼
G。)

然
し
、
實
際
に
於
て
は
、
根
本
的
な
社
會
の
再
組
織
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
、
急
速
な
進
歩
は
望
ま
れ
得

な
い
。
(弓●αO
)

(
六
)
よ
り
急
速
な
る
経
済
潅
歩
の
主
要
障
害

①

個
八
の
所
得
の
壇
加
が
、
個
人
の
生
活
水
準
の
引
上
げ
に
用
ひ
ら
れ
ず
に
、
増
加

人
に
よ
り
て
滑

費
さ
れ
る
こ
と

。
(,
恥
ε

①

住
民
の
非
経
済

的
見
識
(9
巷
ρ
其

く凶"
纂
)

③

政
府
、
被
治
者
間
の
協
同
訣
如
(b
●鳶
刈)

(
七
)
現
存
訣
陥

へ
の
可
能
な
る
封
策

イ

ン
ド
が
、
農
工
必
需
品
を
自
給
し
得
る
経
済
組
織
を
目
ざ
す
な
ら
ば
、
工
業
の
獲
展
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
(葛
8
)



か
く
し
て
、
始
め
て
、
均
濟
の
・こ
れ
た
る
擁
濟
組
織

力
完
成
、
鹸
剰
労
働

の
需
要
創
造
ー

農
業
に
於
け

る
労
働
節
約
方
法
探
用
の

可
能
、
土
地
に
対
す

る
競
争
を
緩
和
し
、
地
代
及
び
地
儂
の
不
當
な
ろ
高
騰
を
防
止
し
,
よ
り
大
な
る
投
資
と
合
理
的
栽
培
に
よ
る

土
地
中
産
力
の
増
加
,
農
聯
者
の
商
品
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
し
得
る
。
(b・ミ
。。)

然
ら
ば
そ
の
方
策
如
何
。

m
日工
業
が
未
発
達

で
あ
る
か
ら
、
輸
入
の
障
害
を
除
き
、
物
質
的
先
進
諸
國
・こ
の
自
由
な
る
接
燭
に
よ
り
工
業
的
訣
陥
を
補

は
ね

ぱ
な
ら
ぬ
。
(P
c。露
)

②
農
工
生
産
の
第

一
の
必
要
は
、
よ
り
多
く
の
科
學
、
改
良
援
助
の
爲
め
の
よ
の
多
く
の
歳
人
、
よ
り

一
般
的
及
び
技
術
的
数
育

で
あ
る
。
よ
り
能
率
的
な
科
學
的
生
産
,
住
民
の
社
會
観
念
変
更

の
爲
め
に
は
、
現
在
・こ
異
な
る
初
等
中
等
の

一
般
教
育

が
必
要
で

あ
る
。
よ
の
多
き
教
育
,
よ
り
よ
き
教
育
。
又
婦
人
の
教
育
も
重
親
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
(
　

)

ω
生
活
水
準
引
上
げ
の
爲
め
、
政
府
は
、
從
來
の
個
別
的
、
部
分
的
政
策
か
ら
、
経
済

的
前
進
運
動

の
た
め
の
組
織
的
、

一
般
的

政
策

に
移
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(窓
・　。。P
b。こ。b。)

↑り
委
員
會
等

に
よ
る
経
済

生
活
の
調
査
、
有
能
な

八
士
に
よ
る
廣
汎
な
る
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
必
要
,こ
す

る
。
又
地
方
團
罷
を
蘇
生

さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
豊
こ
れ
を
単
位
と
し
て
t
h
e
 
s
t
r
a
t
i
f
i
e
d
 
 
f
u
n
c
t
i
o
n
a
I
 
o
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 
o
f
 
t
h
e
 
E
a
s
t
 
b
1
 
t
h
e
 
m
o
r
e
 
f
I
u
i
d

ヴ
エ
ラ
・
ア
ン
ス
テ
イ
ー
『
イ
ン
ド
の
経
済
的
翼
展
』

(第
二
巻
第
…
號
)

(B

一
二
五
)

九



ヴ

エ
ラ

・
ア

ソ
ス
テ
イ
ー

「
イ

ン
ド
の
経
済
的
発
展
』

(第

二
巻
第

一
號
)

(B

=

コ
ハ
)

噌
0

b
u
t
 
n
o
n
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
,
 
c
e
n
t
r
a
l
i
z
e
d
 
a
n
d
 
u
n
i
t
a
r
y
 
o
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 
t
y
p
i
c
a
l
 
o
f
 
t
h
e
 
W
e
s
t

の
融

合

に
努

め

ね

ば

な

ら

ぬ
。

(
写

劇
。。
b。
)

(
八
)
経
済

的
統

一
の
可
能
性

當
面
せ
る
経
済
的
統

一
の
困
難

は
、
廣
大
な
る
面
積
、
割
嫁
主
義
的
な
政
治
匪
分
、
極
端
に
相
反
す
る
社
會
的
、
外
部
的
要
素
に

基
づ
く
。
(鷺

二
し
か
し
、
イ
ン
ド
は
、
地
理
的
に
明
ら
か
な
る
単
位

を
形
成
し
、
或
る
程
度
の
経
済
的
統

一
が

途
行
さ
れ
、

各
種

の
強
大
な
る
統

一
へ
の
動
因
が
動
い
て
ゐ
る
。
外
的
に
見
て
、
機
械
に
よ
る
蓮
輸
,
通
信
の
導
入
に
よ
り
.
続

一
的
行
政
が
可
能
,こ

な
つ
た
。
(2

G。
各
藩
王
國
は
駒
税
課
税
権

を
有
し
て
ゐ
る
が
、
外
國
,こ
の
貿
易
は
、
英
領
イ
ン
ド
の
諸
港

を
通
じ
て
爲

さ
れ
、
大

部
分

の
藩
王
國
に
於
て
は
,
通
行
税
、
國
内
關
税
は
廃
止

さ
れ
た
の
で
,
實
際

に
於
て
は
大
し
た
障
害
と

は
な
ら
ぬ
。
(づ・ら。。⑦)
叉
、

以
前
か
ら
宗
教
、
教
育
,
種
姓
の
差
異
の

一
般
的
分
布

の
爲
め
に
、
各
種

の
社
會
暦

の
間
に
著
し
い
儀
式
、
習
慣
上
の
統

一
が
あ
つ

た
。
(7
G。)
そ
れ
が
英
領
と
な
る
に
及
び
、

一
層
統

一
を
助
け
た
。
な
ほ
イ

ン
ド
の
豊
富
な
る
資
源
も
、
此

の
経
済
的
統

一
を
助
長
す

る
で
あ
ら
う
。
(燭躯
。。刈)

イ

ン
ド
の
將
來
は
、
二

)
人
口
敷
の
統
制

(
二
)
極
度
に
嚴
格
な
る
現
在
砒
會
暦

の
破
壊

(
三
)
企
業
及
び
活
動

の
奨
拗

(
四
)

教
育

の
促
進

(
五
)
宗
教

本
來
の
精
神

に
基
づ
く
そ
の
形
式
の
改
愛
、
に
依
存
す
る
。
(皐

。。刈)



四

本
書
は
、
七
年
に
亘
る
イ

ン
ド
滞
在

の
経
験
を
持
つ
女
史
が
、
亡
き
夫
君
に
捧
ぐ
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
公

の
機
關
を
利
用
し
て
完
成

さ
れ
た
イ

ン
ド
資
本
主
義
獲
達
史
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
世
紀
初
頭
よ
り
現
在
に
至
る
経
済
発
展

を
全
面
的
に
取
扱
つ
た
も
の
,こ
し

て
、
此
の
種

の
勢
作
稀
な
る
現
在
に
あ
つ
て
は
,
参
考
書
と

し
て

一
麿
重
要
な
地
位
が
與

へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

女
史
は
、
ノ
ー
ル
ス
教
授

の
方
法

に
從

つ
て
、
事
項
に
よ
る
縦
割
の
方
法
を
主
と
し
、

年
代
に
よ

る

横
割

の
方
法
は
鯨
り
用
ひ

ぬ
。
ノ
ー
ル
ス
教
授
の
T
h
e
 
E
c
o
n
o
n
i
c
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
o
f
 
t
h
e
 
B
r
i
t
i
s
h
 
O
v
e
b
s
e
a
s
 
E
m
p
i
r
e
の
I
u
d
i
a

の
部
分
を
見
る
も
の

は
、
二
者
の
艦
系
の
明
か
な
る
類
似
を
認
め
る
で
あ
ら
う
。

全
巻
を
貫
く
最
も
著
し
い
も
の
は
、
著
者
の
自
由
主
義
的
態
度
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
あ
ざ
や
か
な
る
提
出
に
も
關
ら
ず
、

折
喪
的
見
地
の
爲
め
に
曖
昧

に
さ
れ
る
。
殊
に
英
本
國
と

の
問
題
に
於
て
は
、
全
く
の
無
能
を
曝
露
す
る
。
此
の
故
に

「
公
平
を
期

す
る
」
善
き
意
圖

に
も
關
ら
ず
、

「
英
國
人
側
」
よ
り
の
著
述
に
な
り
終
つ
た
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
の
嚢
達
を
力
説
し
て
ゐ
る
女
史
は
正
し
い
。
然
し
、
其
の
光
明
面
の
み
を
説
き
,
反
面
の
摘
出
を
等
閉
に
附
し
て
ゐ
る

の
は
、
片
手
落
ち

の
非
難
に
値
す
る
で
あ
ら
う
。

女
史
の
英
印
協
力
説
は
、

果
し
て
實
現
可
能
で
あ
ら
う
か
。

國
内
を
震
憾
し
つ

・
あ
る
國
民
運
動

こ
そ
、

こ
の
主
張
ε
百
八
十

ヴ
エ
ラ
の
ア
ン
ス
テ
イ
:
『
イ
ン
ド
の
経
済
的
発
展
』

(第
二
巻
第
一
號
)

(B

一
二
七
)

一
一



ヴ

エ
ラ

・
ア

ソ
ス
テ
イ
i

『
イ

ン
ド
の
経
済
的
発
展
』

(
第
二
省
第

一
號
)

(
B

噌
二
八
)

=

一

度

の
隔

た

り

を
持

つ
も

の

で

あ

る

。

こ

・
に
我

々
は
,
M
a
n
a
b
e
n
d
r
o
 
N
o
t
h
 
R
o
y

の
諸

論

策

,
こ
と

に
И
n
d
i
e
n
"
 
1
1
.
 
A
u
f
l
.

H
a
m
b
u
r
g
 
1
9
2
2
 
S
S
.
 
2
2
9

の

照

合

に
於

て

本

書

が
理

解

さ

れ

ね

ば
な

ら

ぬ
理

由

が
あ

ら

う

。

I
n
d
i
e
n

は

、

イ

ン
ド

入

の

た

め

に
書

か

れ

た

も

の

で
あ

り
、

(
ω・×
　
昌
)
そ

の

方

法

は
史

的

唯

物

論

に

立

ち

,

(
ρ
凶
)
経
済

獲

展

を

國
民
運
動

の
進

展

.こ
の

關
連

に
於

て
解

明

し

た

も

の

で
あ

る

、
女

史

が

、

「
第

一
に
し

て

然

か

も
最

も
著

し

い
こ
と

は
、

中

世

主
義

が
宗

教

の
著

し

い

優
越

、

そ

の
影

響
と

な

つ
て
現

は

れ

、

生
活

の

あ

ら

ゆ

る
方

面

に
君
臨

し

て

ゐ

る

こ

・こ
で
あ

る

。
」

(
冨

)
・こ
の

説

明

に
力

を

用

ひ

る

の

に
,

ロ
イ

は

「
イ

ン
ド

は
、

未

だ

に
封

建
主
義

が

支

配

し

て
ゐ

る

ーこ
の

一
般

の
承

認

は
誤

謬

で

あ

る

。

」

(9
⑦
)

・こ
説

く

。

女

吏

は
、

「
イ

ン
ド

は

、

そ

の
大

き

な

港

や
他

の
産

業

地

域

か

ら

判

噺

さ

れ

て

は

な
ら

ぬ
。

此

等

の
場

所

は
、

著

し

き
時

代
錯

誤

の
場

面

で

あ

り

、

近

代

.こ
中

世
と

の
直

接

衝

突

の
症

候

で
あ

る

。
」

(
,
　
),こ
な

す

に
対
し

、

ロ
イ

は

、

此
等

の

相
矛

盾

し
錯

綜

し

た

揚

面

の

分

析

に
未

來

を

見

る

の

で

あ

る
。

河

に
流

れ

る
藁

は
、

僅

か

に

一
條

に
し

て

も

そ

の
方
向

を
指

示
す

る

。
我

々

は

ロ

イ

に
聞

か

ね

ば

な

ら

ぬ
。

イ

ン
ド

の
封

建

制

の
崩

壊

は
、

暴

力

革

命

に
よ

つ
て

"

は
な

く

'

先

進

資

本

主
義

諸

國

家

、こ
の
接
触

に
よ

り

、
徐

々

に
な

さ

れ

た

も

の
で
あ

る
。

(
6D.×
一く
)
彼

の
階

級

分
析

は
鏡

い
。

「
今

日

、
イ

ン
ド

の

住
民

は
、

四
個

の
鏡

き

芸

異

を

持

つ
階

級

に
分
裂

し

て

ゐ

る
。

即

ち

(
一
)

土
着

の
領

主

を
含

め

た
土

地

貴

族

(
二
)

資

本

家

階

級

及

び

イ

ン

テ

リ
ゲ

ン

チ

ヤ

(
三
)

小
農

民

(
四
)
労
働

階

級

Q



土
地
を
有
せ
ざ
る
農
民
を
含
め
て
」
(昌
)更

に
農
民
を
分
ち
て

「
(
一
)
自
作
農
民
。
實
際

に
於
て
は
、
彼
等
の
耕
作
す
る
土
地
は

所
有
権

を
も
つ
て
占
有
す
る
の
で
は
な
い
が
、
小
作
地
は
充
分
に
廣
く
、
自
身
の
必
要
を
保
証
し
、
彼
等

の
責
任
を
果
し
た
後
は
、

一
定
の
鯨
剰
を
売
却

に
附
す
る
人
々
で
あ
る
。

(
二
)
小
農
民
、

一
部
分
は
小
作
地
よ
り
の
牧
盆
、

一
部

分
は
彼
等
の
労
働
力
の
費

却
に
よ
り
て
生
活
す
る
。

(
三
)
土
地
労
働

者
。
全
く
彼
等
の
労
働
力
の
売
却

に
よ
つ
て
生
活
す
る
、
」
(ρ
。。㊤)
・こ
な
す
。

彼
は
、
イ
ン
ド
の
國
民
運
動

は
、
土
着
ブ
ル
ヂ

ヨ
ア
ジ
ー
の
貿
易
利
潤
蓄
積
に
よ
り
て
発
生

し
た
る
も
の
で
あ
り
、
其
の
立
憲
的

議
曾
主
義

へ
の
歩
み
は
、
彼
等

の
イ
ギ
リ
ス
政
府
・こ
の
妥
協
を
意
味
す
る
,こ
な
す
。
こ
れ
が
新
経
済

政
策

(
女
史
の
説
参
照
)
の
核

心
を
な
す
。
ス
ワ
,ラ
ジ
蕪

の
分
裂
は
、
大
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
シ
ー
,こ
小
市
民
暦
の
分
裂

の
表
現
で
あ
る
,こ
、
政
治
と
経
済

く」の
発
展

的
關

④

係

麹
極

め

て
巧

み

に
叙

述

し

て

ゐ

る
。

①

此

の
点
に
關
し
て
は
、

一
九
二
七
年
に
出
し
た
彼

の

「
印
度
の
政
治
的
將
來
」

の
方
が
、
よ
り
く
わ
し
く
其
の
後

の
状
勢
も
分
る
。

又

イ

ン
ド

貿

易

に
於

け

る

,

日

米

の
進

撃

の
状

態

は
、

ハ
ー

バ

ー

ド
大

學

教

授
G
e
o
r
g
e
.
 
B
.
 
R
o
o
r
b
a
c
h

の
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
I

C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
 
i
n
 
t
h
e
 
T
r
a
d
e
 
o
f
 
I
n
d
i
a
 
N
e
w
 
Y
o
r
k
,
 
m
a
r
c
h
 
1
9
3
1
.
 
 
P
P
 
 
1
1
9

が

よ
の

詳

細

で
あ

る
G

「
戦

前

に
比

し

て

、
戦

後

の
イ

ン
ド
輸

入
貿

易

に
於

け

る
英

國

の

地

位
変
化

を
惹

起

し

た
所

の
、

此

塵

に
於

て
考

察

し

た
圭

要

素

は
、
次

の
如

く
要

約

で
き

る

で

あ

ら
う

。

ヴ

エ
ラ

■
ア

ン
ス
テ
イ
ー

「
イ
ン
ド
の
経
済
的
発
展
」

(
第
二
巻
第

一
騨
訓)

(
a

一
二
九
)

=
二



ヴ

エ
ラ

・
ア

ン
ス
テ
イ
ー

「
イ

ン
ド

の
纒
濟

的
発
展

』

(
第

二
霧
第

一
號

)

(
B

一
三

〇
.・

一
四

一
、
イ
ン
ド
ロ
内
に
於
け
る
経
済
的
、
政
治
的
変
化

に

起
因
す
る

諸
要
素

(
一
)
イ
ン
ド
の
産
業
化

(
二
)
撰
揮
的
保
護
の

探
用

(
三
)
イ

ン
ド
國
民
主
義

の
成
長
ε
イ

ン
ド
の
政
府
に
於
け
る
諸
改
革

ハ
四
)
政
府
必
要
品
購
買
方
法
の
変
更

(
五
)
イ
ン
ド
輸
人

需
要

の
変
化
し
た
性
質

二
、
世
界
灘
濟
及
び
商
業
の
変
化

に
件
な
ふ
諸
要
素

(
六
)
贋
絡
水
準
の
変
化

(
七
)
イ
ン
ド
貿
易
差
額
及
び
國
際
貿
易
差
額
方
法

に
於
け
る
変
化

(
八
)
イ

ン
ド
に
於
け
る
外
國
資
本
の
投
資

(
九
)
外
國
貿
易
の
組
織
及
び
方
法
の
変
化

(
十
)
新
市
揚
に
対
す

る

争
闘
。

上
述
の
諸
要
素
は
,
相
互
に
排
他
的
で
は
な
い
、
彼
等
は
種

々
な
る
方
法
に
於
て
交
錯
し
重
複
し
て
ゐ

る
。
大
部
分
の
変
化

は
、

既

に
戦
前

に
起
つ
て
ゐ
た
が
,
戦
事
自
身
及
び
戦
争

に
よ
り
て
齎
ら
さ
れ
た
諸
條
件
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
。
」
(,
。。。。)

本
書
中
の
統
計
を
簡
盟
化
し
て
、
二
三
示
せ
ば
左
の
如
し
。

輸
入
総
額
の
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ

(唱
●嵩
)

英
本
國

ll本

合
衆
國

戦
前
平
均

62,8

2)5

3,1

戦
時
平
均56,5

10,4

7,0

戦
後
平
均57,6

6,9

P,5

1924-25

54,1

6,9

5,7

1925-26

51,4

8,0

6,7

1926-27

47,8

7,1

7,9

1927-28

47,7

7,2

8,2

1928-29

44,7

7,0

6,9

1929-30

42,8

9β7,3



輪

出

貿

易

主
要

國

の

パ
ー

セ

ン
テ

ー

ジ

(
,
・。艀
)

綿

布
輸

入

に
於

け

る

英

本

國

及

び

日

本

の

パ
ー

セ

ン

テ
ー

ジ

(
娼
・♂

)

ヴ

エ
ラ

・
ア

ン
ス
テ
イ

i

『
イ

ン
ド

の
経
済

的
発
展

」

(
第

二
巻
第

一
號

)

(
B

コ
ニ

一
4

}
五

戦
前
の
平
均
は
、
1909-10よ

り
1913--14に

至
る
5ケ

年
の
平
均
、
戦
時
の
平
均
は
、
1913--14よ

り
1918-19に

至
る
平
均
、
戦
後
の
平
均
は

191g-20よ
り
1923-24に

至
る
平
均
を
意
味
ず
。

Source: R
eview

 of the T
rade of India for R

ecent Y
ears, T

able 10.

1913-14
1924-25

1925-26
1926-27

1927-28

英
本
國

日
本

合
衆
國

23.4

9.1

8。
7

25.5

14.3

8.8

21.0

15.0

10.4

21.5

13.3

11.1

25.0

8.9

11.1

1928-29

2L4

10.2

11.8

Source: R
eview

 of Indea

1913-14

1919-20

灰
色英%

99.0

87.0

日%

00.4

12.0

白

英%

99.0

97.0

日%

00.8

色
物

英%

93.0

90.0

日%

00.2

05.0



ヴ

エ
ラ

●
ア

ン
ス
テ
イ

ー

「
イ

ン
ド
の
経
済

的
発
展

」

(
第

二
霧
第

一
號

)

(
B

コ
ニ
ニ
)

一
六

九

・
二
四

 1920-21 

1921-22 

1922-23 

1924-25 

1925-26 

1926-27 

1927-28 

1928-29 

1929 30

72.0 

83.0 

90.0 

86.0 

79.0 

79.0 

74.0 

69.0 

56.2

26.0 

13.0 

10.0 

13.0 

20.0 

21.0 

25.0 

29.0 

42.5

97.0 

98.0 

98.0 

97.0 

96.0 

96.0 

95.0 

95.0 

92.0

00.9 

00.6 

00.6 

00.8 

01.0 

00.5 

01.0 

01.0 

02.9

92.0 

88,0 

87.0 

83.0 

73.0 

71.0 

70.0 

66'0 

57.6

03.0 

04.0 

07.0 

10.0 

19.0 

19.0 

20.0 

22.0 

31.9


